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緒 言

テ ッポ ウユ リの 繁 殖 は ほ とん ど りん 片繁 殖(sca1-

ing,scalepropagation)に よつ て行 な われ て い る.

Matsuo(1972)は このscalingに よ る仔 球 の3つ の

生 育 型,す なわ ち,過 程1:仔 球 形成 → りん 片 葉 発生

→ 抽 台→1年 球(yearling),過 程2:仔 球 形 成→ り

ん 片葉 発生 →1年 球,過 程3:仔 球形 成 → 抽 台 →1年

球,が あ る こ とを 明 らか に した が,一 般 に は この うち,

scalin9に よ る仔 球 生 育 の通 常 の 型 は過 程1で あ ると

考 え られ て きた.実 験 室 な どで 行 な わ れ たscalingの

結 果 を み る と,ま ず は じめ に りん片 葉 が 発 生 した と み

られ る場 合 が 多 い(穂 坂 ・横 井,1959;Kline,1956;

黒 坂,1966;Payne,1966;清 水,1971).こ の こ とは

yearling形 成 まで に 過 程1ま た は 過 程2を とつ て生

育 す る こ とを 意 味 す る.し か しな が ら,圃 場 に お い て

は,通 常 高湿 期 にscalingさ れ る ことが 多 く,高 温

scaling区 で抽 台 が 多 か つ た こ と(Matsuo,1972)か

ら考 え る と,初 冬 の 出葉 期 には すで に抽 台 し,過 程3

を とつ て い る可 能 性 が 強 い.ま た,抽 台 は球 根 生 産 上

か らも茎 出 根(別 名 吸 収 根 と もい われ る)の 発生 の 前

提 とな る と ころか ら,そ の早 期発 生 が 望 まれ る.し た

が つ て,圃 場で のscalingに お いて,仔 球 が ど の生 育

過 程 を とつ て い るか,ま た,そ の 生 育過 程 へ の導 入 は

どの ような圃場条件に影響 され るかを明 らかにす るこ

とは,球 根生産上 きわめて重要な課題で ある,そ こで

scaling圃 場 における出葉の実態,と くに抽台と りん

片葉発生の状況を明 らか に し,あ わせて,こ れ らが品

種,地 域,scaling時 期,植 付けの深 さ,土 性 とどの

よ うな関係を もつているかを明 らかにす ることを目的

とした.
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調 査 方 法

テ ッポウユ リ球根の生産を目標 と してscalingを 行

なつてい る圃場 を選び,地 上 に伸長 した葉 について,

それが りん片葉 であるか,茎 出葉(抽 台)で あるかを

調べた.ま た,仔 球か らの抽台や りん片葉発生 に関与

す る要因をさ ぐるため,土 性(soiltexture),植 付け

期(scalingdate),植 込みの深 さ(scalingdepth)

を調べ,調 査時 におけるユ リの生育状況を知 る指標 と
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して,出 葉率(leafemergenceratio),葉 数(num-

berofleaves),茎 出根の有無を併記 した.

調査個体数は圃場の一部 に無作 為に設定 した標本区

にみ られ る出葉個体,す なわち,り ん片葉の発生また

は抽 台をみた 仔 球の 数であ る.ご くわずかではある

が,り ん片葉を持 ちなが ら抽 台 して いる個体が観察 さ

れたが,こ こでは抽台個体 として取 り扱つた.

抽台率(boltingratio)は 調査個体数の うち抽台 し

た個体数を百分率 で表示 した.し たがつて,そ の残 り

が りん片葉だけを発生 した個体の割合 とな り,こ れを

りん片葉率(scalyleafratio)と した.

りん片植付け期は明確な 日付 けのわか る場合 はその

日付 けを,幾 日か にわたつていた り,明 らかで ない場

合は旬 をもつて示 した.

植込みの深さは調査時に仔球 が観察 された深 さをも

つて示 した.

出葉率はscalin9に よつて形成 された仔球数 に対す

る出葉仔球数(り ん片葉 または茎出葉を もつ)の 割合

と して表示 すべ きであ るが,標 本区を掘 りお こして調

査す ることが困難 なので,scaling間 隔 と出葉状況か

ら推定 した.

なお,調 査区の うち,沖 縄,沖 永良部島および宗像

での調査区は母系 システムによるscalingで あつた.

また,実 験 的に箱でscalingさ れた仔球の出葉状況を

Table1,No.33～3gに 示 した.こ れ らの区において

は,り ん片に光が あた るよ うに,り ん片の上部1/2～

1/3を 露 出す るか,そ れにきわめて近 い状態でscaling

された ものである.

調 査 結 果

1.調 査地におけるscali㎎ の 概要

沖永良部島では促成球根の生産を主 目的 としている

ので,scalingで で きたyearlingは"芽 の力を強 く"

す るため,さ らに もう1年 養成 され る.し たがつて,

大 きなyearlingは さらに1年 養成すると大 きくな り

すぎて,か えつて商品価値が低下す るので,yearling

を比較的小型 にそろえるために,か な り密 にscaling

されてい る.

これに対 して 宗像では,yearlingを そのまま3～

5月 出荷用 切り花の種球 と して使 うことを目標 として

いる.し たがつて,冬 期の自然低温を受 けるので,芽

の力の強弱はあまり問題 とならず,で きるだ け大 きい

yearlingで あることが望 まれている.こ のため,り

ん片を深植え し(6cmが 推奨 されて いる),り ん片

1個 当 りに形成 され る仔球の数を少 な くして りん片の

栄養 による肥大をはか り,さ らにその後の肥 大を期す

るため,scaling密 度 はきわめて疎(り ん片の間隔10

cmを 基準 と してい る)に なつてい る.

このscalingに よる球根生産様式 に関 して,こ こで

は便宜上前者を 永良部方式,後 者 を 宗像方式 と 称す

る.沖 縄,佐 賀で は現在永良部方式が採用 されて いる.

枕崎で も永良部方式が採 られているが,こ こで は切 り

花生産を行なつて いる関係か ら,大 きなyearlingは

宗像 と同 じよ うに,切 り花用の種球 と して使われてい

る.

りん片植付け期 は,宗 像の 場合,1972年 度 は7月

下旬が多 かつたが,1973年 度 は 干ばつのためほぼ1

カ月遅れ,8月 下旬が多かつた.No.20,21に おい

ては室 内の箱にscalingし て約1カ 月後に圃場 に植え

付 けた ものであつた.沖 縄,沖 永良部島,枕 崎,佐 賀

においては9月 以後のscalingが 多かつた.

2.生 育 状 況

植付け期の遅かつた区(No.8,9,10,32),冷 蔵

した 球根をscalingに 使つた区(No.18),scaling

開始後調査まで の日数が比較 的少 ない区(No.1,2,

3)に おいて は調査時の出葉率が低かつた.

葉数は沖 永良部島の区(No.11,12)に 多 く,こ の

区では草丈10cmを 超えるものもあつた.枕 崎(No.

17)で もやや伸長がみ られたが,宗 像(No.20～24)

ではまつた く伸長はみ られず,著 しい ロゼ ッ ト状態で

あつた.し か しなが ら,同 じ宗像で もNo.25～27(3

月の調査)で は伸長生長 に移行す る気 配が みられた.

茎出根はおもに伸長の は じまつた区(No.6,7,

11～16,19)お よび伸長生長に移行 しは じめた区(No.

No.25～30)に み られたが,ロ ゼ ッ ト状態 の ユ リ

(No.24)で も観察 された.

3.抽 台(茎 出葉)お よび りん片葉発生

調査地,供 試品種,土 性 にかかわ りな く,多 くの圃

場で80%以 上の 抽台率がみ られ,し たがつて りん片

葉率はきわめて低かつた.こ れを細か くみると,出 葉

率の高い区で は90%以 上 の 抽台率 を示 した区(No.

6,11～16,25～28)も あつた.こ れ に対 して出葉率

の低い区では抽台率が 低 く,り ん 片葉率が 高かつた

(No.8～10,18,32).No.17は ご く浅植えで,多 く

の個体が3～6枚 の りん片葉を もち,そ の中央部か ら

茎出葉の発生(抽 台)が み られた.ま た,多 くの圃場

で,雨 水や灌水によつて地表 に露出 されたりん片や地

表 に放置 された りん片がみ られ,こ れ らに形成 され た

仔球 には りん片葉が発生 して いる例が多かつた.



考 察

1.出 葉の実態 とscalingに ついて

Tincker(1936)の 報告以来,実 験的 りん片 繁殖法

として,り ん片上部1/2～1/3を 地表に 露 出す る方法

が推奨 されて きている,こ の方法ではりん片を地中に

埋め込んだ場合に比べて,出 葉が早 くなることが知 ら

れてい るが,こ の葉 が りん片葉であるか,茎 出葉であ

るかは明 らか にされていない.Scaling圃 場 において

は葉についてはまつた く考慮 されておらず,り ん片葉

→抽台→1年 球(yearling)と い う過程1を とるもの

と信 じこまれていたき らいがあ る.こ の点に関 して は

本調査の結果,通 常のscalingに よつて80%以 上 の

仔球は過程3の 生育(抽 台→1年 球)を してい ること

が明 らか となつた.こ れは抽台および茎 出根の早期発

生 が望まれ る宗像方式 にとつてはもつ とも理想的な形

態 である.し たがつて,宗 像方式に関す るかぎ り,出

葉形態 は今 さら問題 とす る余地はない.む しろ,炎 天

下あるいは乾燥 期におけるscalingを 避 けること,他

の農作業 との競合をさけることなどの点か ら,室 内で

scalingし,時 期をみて圃場 に植え込む方法について

の百検 討が必要であろ う.永 良部方式 において も出葉

型態 よ りむ しろ裁培管理技術による球根肥大のコン ト

ロールが課題であると考え られ る.

2.Scaling条 件 と出葉形態 との関係

多 くの固場で80%以 上の抽台率がみ られ,こ の抽台

が調査地,品種,土 性 とは無関係であ ることはTable

1か らも明 らかである.調 査区の うちで,極 端 に低い

抽台率がみ られたのはNo.2,8～10,18で あつた.

これ らの区で共通 してい ることは出葉率が比較的低い

ことであ る.出 葉率が低い ときには抽台率 が低 く,出

葉率が高い ときには抽台率が高 いとい う事実 は,り ん

片葉 の発生 と抽台とを比較すると相対的に前者が早い

時期 に起 こることを示唆 している.と ころが,同 じ程

度 の出葉率 であつて も,No.1,3の 抽台率 は約80

%で あるのに対 して,No.2の それは20%を 下回つ

た.こ の事実は上記 のりん片葉発生が抽台よ り早 く起

こるとい うことだ けでは説明できない.と すれば,こ

れ らの区 に共通 するもう1つ の点,す なわち,浅 植え

で あることが抽台率の低下(り ん片葉率の上昇)と 何

らか の関係を もつことが考え られ る.他 の区 において

も,仔 球や母 りん片が露出 して いる場 合には りん片葉

の発生が多い ことが観察 され た し,No.33～39に み

られ るよ うに箱に浅 く植 え込んだ区では りん片葉率が

圧倒的に高 い.ま た,No.17は 浅植 えにもかかわ ら

ず約70%の 抽台率 を 示 したが,こ の区で は抽台仔球

のほとん どが りん片葉を有 し,抽 台がは じまつたばか

りの状態で,明 らか に過程1を 経て生長 して いるもの

であつた.つ ま りNo.17区 も例外な く初期葉の調査

で あれば りん片葉率 は高かつたと推測 される.

以上の事実か ら,scaling中 のりん片が地表 に露出

す ることは,仔 球 にみ られる初期の抽台を抑制 し,り

ん片葉発生を促進す る原因 となることが示唆 され る.

10℃scalingの 場合,照 明下 では りん片葉の発生が

み られ るのに 対 して,暗 黒下で は それが みられない

(松尾,1974)と ころか ら,光 は抽台あるいは りん片

葉発生に直接的作用を もた らす要因 と考 えられ る.こ

れ については後報で さらに検討 したい.

摘 要

りん片繁殖 によるテ ッポウユ リの球根生産を 目的と

した圃場を対象 と し,仔 球 の抽台および りん片葉発生

の実態を調査 し,こ れ らの発生 と外的条件 との関係を

調べた.ほ とん どの 圃場で80%以 上 の抽台率がみ ら

れ,品 種,調 査地,植 付 け期,土 性 による差異は認 め

られなかつた.出 葉率 の低 い区では抽台率が低 く,出

葉率の高い 区で は 逆にそれが 高 くなる 傾向がみ られ

た,ま た,り ん片葉の発生 は仔球や母 りん片が地表 に

露 出 している場合に多 い傾向が認め られた.こ れ らの

事実か ら,り ん片葉の発生 は相対的に抽台 より早 くお

こること,母 りん片を浅植え して地表 に露出 させるこ

とによつて,り ん片葉 の発生が促進 され,ま た りん片

葉の割合 も多 くなるのに対 し,深 植 えす ることによつ

て抽台が期待 され ることが明 らかで ある.
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                                 Summary 

   Bolting and scaly leaf emergence of Easter lily  bulblets were investigated in the 
scaling fields for commercial bulb production. Leaf emergence ratio and bolting one 
were presented as the ratio of scale bulblets with leaves to the whole ones belonging 
to the investigated plot and as the ratio of bolted bulblets to scale bulblets provided 
with leaves, respectively. Findings are as follows; 1) Bolitng ratio was over 80 % 
with most of plots. 2) There could not be observed any differences at all among 
cultivars, scaling localities, dates of scaling as well as among kinds of soil texture. 3) 
In a few plots there was a tendency that a low leaf emergence ratio accompanied a 
low bolting ratio, and in other plots, the higher one the higher bolting ratio. 4) Scaly 
leaves appeared quite abundantly in cases where scales or bulblets had been half and/or 
fully exposed to the air in nursery beds. From these facts it is duly suggested that 
the scaly leaf emergence will occur comparatively earlier than the bolting, and also 
that the darkness can promote the bolting, and the light will, in turn, hasten the scaly 
leaf emergence.



Table 1. Growth of the Easter lily  bulblets in scaling fields

Shakain, Munakata, Fukuoka 

Tashima, Munakata, Fukuoka 

Eguchi, Munakata, Fukuoka 

Oshima, Munakata, Fukuoka 

•V•V•V Kanekadan, Gushikawa, Okinawa •V•V •V 

•V•V •V Agechi, Miyako, Okinawa 

Gusukube, Miyako, Okinawa 

Wadomari, Okino-erabu, Kagoshima •V•V •V •V•V •V •V•V •V •V•V •V 

•V•V •V Otsuka, Makurazaki, Kagoshima •V•V•V 

•V•V•V Shakain, Munakata, Fukuoka 

Eguchi, Munakata, Fukuoka 

•V•V•V Kami-eguchi, Munakata, Fukuoka 

•V•V •V Oshima, Munakata, Fukuoka •V•V•V 

•V•V•V Nosa, Hizen, Saga •V•V•V •V•V•V •V•V•V •V•V•V



(The following data were obtained by scaling in plastic boxes.)

N. B. 1) Names of cultivars,  Si, S2 and S3, were left in the dark. 
     2) Lily was scaled in boxes at first on this date. About one month later, scales and scale bulblets were replanted in the scaling 

        fields. 
     3) Mother bulbs were stored at 13°C for one month before scaling. 

     4) Volcanic ash soil. 
     5) The upper 1/2-1/3 of the scale was exposed to the air. After the scaling of 2 months in a phytotron, the scaling boxes were 

        transferred into an non-heated glasshouse until the investigation. 
    6) X : No root, 0 : Rooting.


